
皆さんは普段、どれくらい
公共交通を利用していますか？
日高市の公共交通、
「地域交通」を一緒に
考えてみましょう

日高市の公共交通
　市内にはJR八高線・JR川越線・西武鉄道池袋線の鉄
道駅に加えて、民間路線バス・タクシーが運行していま
す。また、令和７年４月から「おでかけタクシー」「お
でかけワゴン」の運行を開始しました。これらを合わせ
た「地域交通」が、市民の通勤・通学・買い物・通院な
どの日常生活を支えています。地域交通を組み合わせる
ことで、市内各所・都心・近隣市町にアクセスしやすい
環境が整っています。

問い合わせ　交通政策課交通政策・交通安全担当

おでかけタクシーって？ 7,000人以上登録　日々増加中です！

おでかけワゴンって？

　バスのように乗り降りする場所（自宅または乗降
ポイント）が決められています。一般タクシーのよ
うに、電話で自宅にも呼べます。料金は車両１台分
のため、家族や友人と乗るとお得です。
運行日　月～土曜日
※日曜、祝日、年末年始は運休
運行時間　午前８時～午後５時
運行区域　市内全域（乗降ポイント370地点）
利用できるタクシー事業者
〇高麗川交通有限会社　　☎0120－893－021
〇日高ハイヤー株式会社　☎0120－893－880

まず利用登録が必要です！
電子申請か利用登録申請書を担当へ。
利用登録証が届いたら利用できます。

事前登録や事前予約はありません

電話でタクシー事業者へ。
利用日の３日前から予約できます。

運賃（大人200円、小人100円、学生・障
がい者割引有り）は乗車時の支払いです。

乗車する停留所の運行ダイヤの時間にお待ちください。

乗るときに運転士に利用登録証を
見せる。

運転士に降りる停留所をお申し出くだ
さい。

利用料金はタクシーメーター
表示額に応じた7段階です。

　バスのように運行ダイヤと乗り降りする場所（停
留所）が決められています。ワゴン車両で運行して
います。乗車定員を超える場合は、一般タクシーで
対応します（運賃は変わりません）。
運行日　月～土曜日
※日曜、祝日、年末年始は運休
運行時間　午前６時台～午後８時台（ダイヤ運行）
運行経路　高麗川駅系統・武蔵高萩駅系統

利用の流れ

利用の流れ

「おでかけ」をもっと身近に
日高市の地域交通が動き出す
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久
保
田
： 

Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
た
複
雑
な
シ

ス
テ
ム
も
あ
り
ま
す
が
、
日
高
市
で
は

あ
え
て
「
乗
り
慣
れ
た
タ
ク
シ
ー
」
を

活
用
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
抵

抗
感
な
く
使
え
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

使
い
慣
れ
た
乗
り
物
を
そ
の
ま
ま
活
用

し
た
こ
と
が
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
理

由
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長
： 

私
も
実
際
に
乗
っ
て
み
ま
し
た

が
、
運
転
士
さ
ん
か
ら
「
市
民
が
気
軽

に
利
用
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
聞
き
ま

し
た
。
補
助
が
あ
る
の
で
、「
こ
ん
な

に
安
く
て
い
い
の
？
」
と
市
民
の
皆
さ

ん
も
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
70
代
、
80
代
の
人
も
外
出
が

増
え
た
と
い
う
声
を
聞
く
と
、
医
療
費

の
抑
制
な
ど
、
将
来
的
に
は
必
ず
数
字

と
し
て
効
果
が
出
て
く
る
、
価
値
あ
る

投
資
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
：
私
は
企
画
課
長
を
し
て
い
た
平

成
19
年
に
循
環
バ
ス
廃
止
と
い
う
苦
い

経
験
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
化

が
進
む
今
、「
健
幸
の
ま
ち
」
を
掲
げ

る
市
と
し
て
、「
市
民
の
足
」
を
守
る

こ
と
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
、

久
保
田
先
生
に
地
域
公
共
交
通
協
議
会

の
会
長
を
お
願
い
し
、
委
員
の
皆
さ
ん

と
の
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
市
が

責
任
を
持
っ
て
「
市
民
の
足
」
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
外
出
の
機
会
を

確
保
し
、
皆
さ
ん
が
「
健
幸
」
で
元
気

に
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

久
保
田
： 

私
は
県
内
で
多
く
の
協
議
会

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
日
高
市
の
会

議
は
本
当
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
誰
一

人
黙
っ
て
お
ら
ず
、
市
民
・
交
通
事
業

者
の
皆
さ
ん
も
、
自
分
事
と
し
て
前
向

き
に
発
言
し
ま
す
。
事
務
局
の
職
員
も

積
極
的
で
す
。
計
画
策
定
の
最
中
に
一

部
路
線
バ
ス
の
撤
退
も
あ
り
ま
し
た
が
、

す
ぐ
代
替
交
通
手
段
を
考
え
て
対
応
で

き
た
の
は
、
こ
の
協
議
会
の
土
壌
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
ね
。

なぜ今、市は交通のあり方を
根本から見直したのか。

　その裏側にある決意と、市民・事業者・行政が一体となって築いた「日高モデル」の
軌跡を特別対談でお届けします。

ファシリテーター（進行・促進役）
復建調査設計（株）
吉野大介さん

市
と
し
て
地
域
交
通
に
取
り
組
む

意
義
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

施
策
の
柱
で
あ
る
「
お
で
か
け
タ

ク
シ
ー
」
を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

谷ケ﨑照雄×久保田尚
日高市長 日高市地域公共交通協議会会長

埼玉大学名誉教授・日本大学客員教授
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